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第 340回（平成 30年 6月）定例会 
第１回各会派政務調査会長会 開催結果 

 
１ 日時 

平成 30 年６月７日（木）午前 11時から午前 11時 20 分まで 

 
２ 場所 

第３号館６階 第２委員会室 
 
３ 出席者 

自由民主党     藤本百男    政務調査会長（座長） 
浜田知昭    政務調査副会長 

公明党・県民会議  伊藤勝正    政務調査会長（副座長） 
ひょうご県民連合  栗山雅史    政務調査会長 
維新の会      住吉寛紀    政務調査会長 
日本共産党     いそみ恵子   政務調査会長 

（オブザーバー） 
公明党・県民会議  越田浩矢      政務調査副会長 
ひょうご県民連合  前田ともき     政務調査副会長 
維新の会      関口正人      政務調査副会長 
日本共産党     きだ 結     政務調査副会長 

 
４ 当日配付資料 
  別添のとおり 
 
５ 会議概要 
(1) 運営に関する諸確認 

  今年度最初の各会派政務調査会長会であるため、運営に関する諸確認を行った。 

 

(2) 会派提案意見書案の趣旨説明 

各会派から提出された次の意見書案について、提案趣旨の説明が行われた。 
（自由民主党） 

意１ 空き家対策の強化等を求める意見書 

意２ 水素社会の実現に向けた取組の推進を求める意見書 

（公明党・県民会議） 

意３ 旧優生保護法による不妊手術の被害者救済を求める意見書 

意４ 小中学校におけるプログラミング必修化に対する支援を求める意見書 
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（ひょうご県民連合） 

意５ ＡＹＡ（思春期・若年成年）世代の妊孕性温存への支援を求める意見書 

（維新の会） 

意６ 公共建築物における国産木材のさらなる利活用を求める意見書 
意７ 障害者スポーツ振興へのさらなる支援と環境整備を求める意見書 

（日本共産党） 

意８ 旧優生保護法下における優生手術の被害者に対する補償及び救済等の実

施による早期解決を求める意見書 

意９ 被災者生活再建支援法の拡充を求める意見書 

 
その後、座長から、次回の会議では、各意見書案に対する態度表明を各会派よ

り行い、協議・調整に入る旨の発言があった。 
 
(3) 日程確認 

態度表明資料を６月８日（金）13 時 30 分までに提出すること、第２回会議を

６月 11 日（月）本会議昼休憩時に、第３回会議を６月 12 日（火）13 時 30 分か

ら開催することをそれぞれ確認した。 

 


